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The purpose of this study is to test the L/P matrix axis setting index by attempting to determine how the existing street network in Melbourne, 

Victoria can be positioned in the L/P matrix. "Based on the link and place theory presented in the Movement and Place Framework and the 

characteristics of the road hierarchy presented in the Walking Plan 2014-17, it was possible to overlay the L/P matrices, but some cells were not 

necessary. It was suggested that the number of cells should be reduced to match the size of the city. 

 

１． 研究の背景及び目的 

道路空間を人の滞留空間として利用する場合には、

道路のネットワークにおいて、道路の機能分担をする

ことで安全性や快適性の向上につながるとされている
1）。そのため、道路の機能分担を行う必要があり、交

通という観点だけでなく人の滞留空間としての観点か

らも道路のネットワークを考えることが必要となり、

Link and Place理論がある。 

Link and Place理論とは英国の交通学者 Peter Jonesが

提唱した、交通と人の滞留空間という 2 つの軸から検

討した道路計画・設計のアプローチ方法である。

「Link」とは交通機能のことであり、「Place」は人の

滞留空間としての機能のことである。Link and Place理

論は、交通の機能と人の滞留空間としての機能のバラ

ンスを検討するもので 2 ） 3 ）、適用にあたっては

「Link」と「Place」からなるマトリックス（以下、

L/P マトリックス）を用いて各道路の機能分担を決め

ている 4）。 

L/Pマトリックスは 5×5セルのマトリックスを基本

としており、都市の規模に合わせてセルの数を変更し

て用いる。例えば、英国ロンドン市では「Streetscape 

Guidance」5）においては Fig.1 のような 3×3 の L/P マ

トリックスを用いて 9 タイプに道路を分類し、デザイ

ン検討を行っている。さらに、オーストラリアビクト

リア州などでも活用されている 6）。 

国内では「ストリートデザインガイドライン」7）で

街路の機能分担をする方法として紹介され、国内では

Link and Place理論の活用の検討がされ始めているがマ

トリックスの軸設定などが不明確となっている。 

そこで、本研究では「Walking Plan2014-17」8）を策

定するなど、先行して人優先の道路を設けているメル

ボルン市における適用方法を調査し、既存の道路のネ

ットワークがどのように L/P マトリックスで位置づけ

られているかを確認することで、L/P マトリックスの

軸設定指標を明らかにする。 

 

Fig.1ロンドン市における 3×3のマトリックス 

２． ビクトリア州の適用事例 

（1）「Movement and Place Framework」と「Walking 

Plan2014-17」 

ビクトリア州では道路ネットワークの現在の適用状

況を調べることに重点を置いた「Smart Roads」9）を発

展させた「Movement and Place Framework」6）へと展開

しており、Link and Place理論にもとづいた道路のネッ

トワークの検討方法が適用されている。 

また、メルボルン市では、「Walking Plan2014-17」8）

において歩行者優先の道路のヒエラルキーを設けている。 

（2）L/Ｐマトリックスへの重ね合わせ   

「Walking Plan2014-17」8）で計画された道路のヒエ

ラルキーと「Movement and Place Framework」6）に示さ

れている L/P マトリックスを用いた場合の位置づけを

調査するため、L/P マトリックスへの重ね合わせを行

う。 

「Movement and Place Framework」 6 ）と「Walking 

Plan2014-17」8）で示されている道路の特徴をまとめた
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Table.1 をもとに、「Movement and Place Framework」6）

に示されている L/P マトリックスに「Walking 

Plan2014-17」8）のヒエラルキーを重ね合わせることで、

各道路の位置付けについて Fig.2で検討した。 

「Movement and Place Framework」6）では、道路は 6

タイプに分けられ、タイプ別に具体的な事例が示され

ている。例えば、「City Hubs」に分類されている

「Swanston Street」は、人びとが買い物や会話してい

ることから人の滞留空間の機能として P1 に分類され、

トラムの利用や歩行者が多いことから交通では M1 と

されている。また、「Little Collins Street」は賑やかで活

気のある道路であり、移動量が比較的少ないが、小売

業の中心地であることから M4/P1 に分類され、

「Walking Street」とされる。 

「Movement and Place Framework」6）で示されている

事例には、M1/P5 に位置づけられる高速道路のような

歩行者を排除した極端な道路も含まれているが、

「Walking Plan2014-17」8）には、含まれていない道路

の種類もあるため、M1/P5 など極端に交通に特化した

必要のないセルもあることがわかった。 

 

Table.1 「Walking Plan2014-17」及び「Movement and 

Place Framework」の道路の特徴 

 

Fig.2 「Walking Plan2014-17」のヒエラルキーとの

重ね合わせによるマトリックス 

３． まとめ 

既存の道路のヒエラルキーをもとに軸設定指標を検

討した結果、道路の特徴を重ね合わせることが可能で

あるが、市レベルの都市規模ではロンドン市が用いて

いるようなセルを減らしたマトリックスを用いること

が示唆された。 
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